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同じテーマを長い間描いています。描き始めた頃は単色の魚が多かったですが、
今では様々な模様を描けるようになりました。

作品タイトル　　「魚たち」
工藤　剛　作（秋田県）

公益社団法人東北障がい者芸術支援機構 主催
「Art to You! 障がい者芸術世界展 IN SENDAI 2025」
東北電力賞
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Interview − インタビュー Interview − インタビュー

　
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
直
結
の
商
業
施
設
「
エ
ス
パ
ル
仙

台
」
や
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
な
ど
、
ま

ち
の
顔
と
い
え
る
施
設
を
運
営
す
る
仙
台
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
。
同
社
の
舵
取
り
を
担
う
の

が
、
代
表
取
締
役
社
長
・
松
崎
哲
士
郎
氏
だ
。

　

国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
の
大
変
革
を
現
場
で
経
験

し
、
人
材
育
成
や
組
織
づ
く
り
に
深
く
関
わ
っ
て

き
た
松
崎
氏
は
、
今
の
役
割
や
、
仙
台
の
未
来

を
ど
う
描
い
て
い
る
の
か
。
そ
の
歩
み
と
想
い
を

伺
っ
た
。

―
東
大
法
学
部
を
卒
業
後
、
国
鉄
職
員
に
。
当

時
、
ど
ん
な
思
い
を
胸
に
仕
事
に
就
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

入
職
は
１
９
８
２
年
。
国
鉄
は
赤
字
続
き
で
大

変
厳
し
い
時
代
で
し
た
。

私
は
鉄
道
そ
の
も
の
よ

り
、
「
全
国
各
地
に
レ
ー

ル
が
繋
が
っ
て
い
る
会
社

で
何
か
面
白
い
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と

魅
力
に
感
じ
て
い
た
ん
で

す
。
駅
現
場
を
経
験
し
た

後
、
国
鉄
分
割
、
民
営
化

に
向
け
、
本
社
総
裁
室
文

書
課
に
配
属
さ
れ
、
国
鉄

改
革
に
携
わ
っ
た
大
先
輩

方
の
間
近
で
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
び

た
び
家
に
帰
れ
な
い
ほ
ど

大
変
で
し
た
が
、
こ
ん
な

経
験
は
二
度
と
で
き
な
い

と
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
国
鉄

最
後
の
日
は
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
、
人
事
部

人
事
課
に
配
属
。
採
用
と
新
人
研
修
の
責
任
者
を

務
め
ま
し
た
。
新
生
Ｊ
Ｒ
に
、
新
し
い
何
か
を
求

め
て
集
ま
っ
て
く
る
後
輩
た
ち
。
気
概
あ
る
彼
ら

と
会
社
を
作
っ
て
い
こ
う
と
、
裁
量
を
持
っ
て
仕

事
が
で
き
た
の
が
本
当
に
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

―
２
０
１
７
年
に
、
仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
仙

台
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
か
？

　

実
は
仙
台
に
は
１
９
９
５
年
か
ら
３
年
間
、
東

北
地
域
本
社
（
当
時
）
の
人
事
課
長
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。
余
剰
人
員
活
用
や
組
合
折
衝
を
行

い
つ
つ
、
社
会
人
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
野
球
部

チ
ー
ム
」
副
部
長
も
務
め
ま
し
た
。
そ
の
時
、
都

市
対
抗
野
球
で
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
の
で

す
が
、
戦
後
初
、
53
年
ぶ
り
の
快
挙
で
し
た
。
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
ね
。

―
人
材
育
成
や
組
織
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
富
な
経
験
か
ら
、
今
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
？

　

社
員
は
み
ん
な
仲
間
で
あ
り
、
楽
し
く
働
け
る

会
社
で
あ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
水
戸
・
仙
台
・
東
京
な
ど
３
回

の
人
事
課
長
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
規
模
の
大
き

な
Ｊ
Ｒ
で
は
細
か
い
運
用
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
当
社
は
６
０
０
人
ほ
ど
の
規
模
な
の

で
、
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
、
適
材

日本最大級の観光農園で
新たな「おもてなし」に挑む

I n t e r v i e w

適
所
の
配
置
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
希
望
制
の

多
様
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
自
ら
価
値

を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
人
事
も
希
望
制
で
、
自
ら
手
を
挙
げ

て
も
ら
う
場
面
を
用
意
す
る
な
ど
、
意
思
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
ね
。

　

就
任
以
来
、
月
１
回
紙
媒
体
の
社
内
報
を
発
行

し
て
お
り
、
今
年
初
め
に
１
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。
決
算
な
ど
の
情
報
公
開
に
加
え
、
他
部
署
の

仕
事
や
普
段
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
社
員
の

活
躍
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
る
内
容
に

し
て
い
ま
す
。
社
長
と
し
て
真
面
目
な
こ
と
は
書

き
ま
す
が
、
お
ま
け
み
た
い
な
日
々
の
所
感
が
意

外
に
う
け
ま
し
て
（
笑
）
。
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
最
初
の
頃
は
私
の
コ
ス
プ
レ
写
真
を

載
せ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

　

年
に
一
度
全
社
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
度
初
め
に
丸
一
日
、
山
形
と
仙
台

で
３
回
に
分
け
、
ゲ
ー
ム
要
素
の
あ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。
３
６
５
日
稼
働

す
る
ホ
テ
ル
業
務
も
あ
る
中
で
す
が
、
実
際
に
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
気
づ
き
や
連
帯
感
が
生
ま
れ

る
。
今
の
時
代
に
は
少
し
ア
ナ
ロ
グ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
機
会
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
「
Ｊ
Ｒ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
仙
台
あ
ら
は
ま
」

な
ど
、
新
し
い
分
野
で
の
地
域
観
光
に
も
力
を

入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
後
の
集
団
移
転
跡
地
に
開
園
し

た
観
光
農
園
「
Ｊ
Ｒ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
仙
台
あ
ら

は
ま
」
が
今
年
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
食
に
関

係
の
深
い
当
社
と
し
て
、
農
業
を
軸
に
し
た
観
光

で
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
事
業
で
す
。
例
え
ば

「
い
ち
ご
狩
り
」
は
子
ど
も
と
大
人
、
海
外
か
ら

の
観
光
客
も
み
ん
な
楽
し
ん
で
く
れ
る
。
新
し
い

お
も
て
な
し
の
場
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

５
周
年
を
機
に
「
Ｊ
Ｒ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
仙

台
あ
ら
は
ま 

拡
大
計
画
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

２
０
２
７
年
夏
に
は
、
敷
地
が
現
在
の
約
２
倍
の

21
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
日
本
最
大
級
に
な
り
ま
す
。
収

穫
で
き
る
野
菜
と
果
物
の
種
類
を
11
品
目
１
９
０

種
類
に
増
や
し
、
日
本
最
大
級
で
日
本
一
楽
し
い

観
光
農
園
を
目
指
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
次
世
代
を
見
据
え
、
い
ろ
い
ろ
な
事

業
が
動
い
て
い
ま
す
。
東
北
の
玄
関
口
で
あ
る
仙

台
か
ら
、
日
本
各
地
と
東
北
、
世
界
と
東
北
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
中
法
人
会
の
活
動
の
印
象
な
ど
、
会
員
の
方
々

に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す

　
歴
代
の
会
長
さ
ん
た
ち
に
は
様
々
な
場
で
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
青
年
部
会
の
若
い
方
た
ち

も
、
研
修
会
な
ど
で
の
熱
心
な
姿
勢
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
仙
台
駅
前
は
な
か
な
か
開
発
が
進
ま
な
い
状
況
を

嘆
く
声
も
多
い
で
す
が
、
行
政
に
頼
ら
ず
と
も
、
自

分
た
ち
で
小
さ
な
一
歩
か
ら
動
い
て
い
け
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。
横
の
つ
な
が
り
は
大
事
で
す
。

駅
周
辺
で
何
か
や
り
た
い
と
き
は
ぜ
ひ
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

仙台ターミナルビル株式会社
仙台市青葉区中央1-1-1

「JRフルーツパーク仙台あらはま 拡大計画」完成イメージ図。
手前が新たに整備される隣接地

仙台ターミナルビル株式会社　代表取締役社長

松崎 哲士郎
松崎哲士郎（まつざき てつしろう）
１９５８年兵庫県神戸市出身。東京大学法学部卒業後、１９82
年、日本国有鉄道に入職。１９87年の国鉄分割民営化に伴い
東日本旅客鉄道株式会社へ。２００７年ＩＴ・Ｓｕｉｃａ事業本部部
長、２０08年広報部長、２０12年執行役員・横浜支社長、２０15
年事業創造本部部長、２０16年6月事業創造本部副本部長。
２０17年よりホテルメトロポリタン・エスパル等を運営する仙台
ターミナルビル株式会社代表取締役社長に就任。
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News − 法人会からのお知らせ News − 法人会からのお知らせ

　

３
月
12
日
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
に
て
「
組
織
を
け
ん
引
す

る
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
研
修
」
が
、
仙
台
南
法
人
会
と

共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
の
東
公
成
氏
は
、
日
本
エ
ー
・

エ
ム
・
ピ
ー
、
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
、
タ
イ
コ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
キ
ャ
ッ
プ
ジ
ェ
ミ

ニ
に
お
い
て
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
区
の
社
内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
運
用
・
管
理
を
担
当
し
て
き
た
。

変
化
の
速
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
で
働
く
人
々
の
働
き
方
・
生
き
方

の
向
上
を
目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月

に
合
同
会
社
東
公
成
事
務
所
を
設
立
し
、

代
表
に
就
任
。
以
来
、
企
業
や
国
立
研

究
所
、
非
営
利
法
人
、
個
人
を
対
象
に
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
若
手
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
上
司
の
補
佐
、
部
下
・
後
輩
指

導
の
ス
キ
ル
、
目
標
達
成
に
向
け
た

チ
ー
ム
で
の
仕
事
の
進
め
方
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
企
業
が
成
長
・
発
展
し

続
け
る
た
め
に
は
、
未
来
を
担
う
若
手

社
員
が
自
主
性
を
持
っ
て
積
極
的
に
業

務
を
推
進
し
、
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
が
示

さ
れ
た
。

　
研
修
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
多
く

取
り
入
れ
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て
３
〜
４

名
１
組
と
す
る
な
ど
工
夫
が
な
さ
れ

た
。
初
対
面
の
参
加
者
が
多
い
中
、
緊

張
を
和
ら
げ
る
試
み
が
随
所
に
見
ら
れ

た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
休
憩
時
間
に

は
参
加
者
同
士
が
名
刺
交
換
を
行
う
様

子
も
見
ら
れ
、
終
始
一
体
感
の
あ
る
研

修
と
な
っ
た
。

　
３
月
25
日
、
卸
商
会
館
大
会
議
室
に

て
、
仙
台
中
税
務
署
と
の
共
催
に
よ
る

「
新
設
法
人
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。

　
例
年
に
比
べ
て
新
設
法
人
の
数
は
や

や
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
法
人
の

　
３
月
６
日
、
戦
災
復
興
記
念
館
に
て

経
理
研
究
会
労
務
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。

　
「
社
会
保
険
労
務
士
が
解
説
す
る
労

務
の
キ
ホ
ン
」
と
題
し
、
宮
城
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
専
門
家
で
、
特
定
社
会
保
険

労
務
士
の
伊
藤
直
美
氏
を
講
師
に
迎
え

た
。
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
が
日

常
的
に
直
面
し
得
る
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
い

た
だ
い
た
。

　
法
定
労
働
時
間
・
法
定
休
日
と

い
っ
た
基
礎
的
事
項
の
再
確
認
か

ら
始
ま
り
、
36
協
定
、
宮
城
県
の

最
低
賃
金
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
凝

縮
し
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。
労
働

基
準
法
や
労
働
契
約
法
と
い
っ
た

基
本
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
実
務

対
応
ま
で
、
経
験
豊
富
な
視
点
に

よ
る
分
か
り
や
す
い
説
明
で
参
加

者
の
理
解
は
一
層
深
ま
っ
た
。

いま、中法人会は

Photo Eye
（文責：事務局）

経
理
研
究
会

労
務
セ
ミ
ナ
ー
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組
織
を
け
ん
引
す
る

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
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３
月
24
日
、
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
に
て
、

仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
混
迷
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
、
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
門
田
隆
将
氏
が
講
演
し
た
。

　
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
情
勢
や
中
国

国
内
の
動
向
、
日
米
首
脳
会
談
な
ど
、

最
新
の
国
際
情
勢
に
つ
い
て
動
画
を
使

い
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。
特
に
、
日
米
首
脳
会
談
に

お
け
る
高
市
早
苗
首
相
の
交
渉
力
の
評

価
や
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
動
向
に
関
す
る
話
は
、「
混
迷
の
時

代
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
像
」
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
視
点
と
し
て
、
参
加
者

の
高
い
関
心
を
集
め
た
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
今
後
の

発
言
や
動
き
が
国
際
情
勢
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
っ
た
点
に

つ
い
て
も
言
及
。
門
田
氏
の
分
か
り
や

す
い
語
り
口
に
よ
り
、
距
離
を
感
じ
が

ち
な
国
際
問
題
を
、
身
近
な
も
の
と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、「
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
そ

の
ま
ま
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

 （
若
林
第
二
支
部
後
援
）

3/25

新
設
法
人
説
明
会

3/24

ざ
ま
な
角
度
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
い
う
話
も
。
情
報
と

の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
が

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
充
実
し
た
内
容
の
講
演
会
は
終
始
テ

ン
ポ
よ
く
進
行
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の

一
時
間
半
と
な
っ
た
。

数
は
ほ
ぼ
例
年
通
り
で
あ
っ
た
。

　
講
師
に
迎
え
た
の
は
、
仙
台
中
税
務

署
審
理
専
門
官（
法
人
課
税
事
務
担
当
）

の
髙
橋
勝
彦
氏
。
は
じ
め
に
「
新
設
法

人
の
知
っ
て
お
き
た
い
税
務
」
の
映
像

を
視
聴
し
た
。
そ
の
後
、
髙
橋
氏
よ
り

法
人
税・消
費
税
の
基
本
的
な
知
識
や
、

経
理
上
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　
テ
キ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら
、
特
例
事

項
や
金
額
の
上
限
な
ど
の
条
件
に
つ
い

て
も
細
か
く
解
説
さ
れ
た
。
参
加
者
に

と
っ
て
理
解
し
に
く
い
部
分
に
つ
い
て

は
、
事
例
も
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
補
足

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
新
た
に
法
人
を
設
立
さ
れ
た
参
加
者

は
、
終
始
真
剣
な
眼
差
し
で
説
明
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。
今
後
法
人
を
安
定
的

に
運
営
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し

て
い
く
う
え
で
、
法
人
に
係
る
税
の
仕

組
み
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
が
強
く
感

じ
ら
れ
る
説
明
会
で
あ
っ
た
。

日　時　６月22日（月）　15:00～	 	 　　　場　所　仙台国際ホテル２階｢平成の間」

●記念講演会　15:00～16:20

講　師　㈱サニーテーブル　代表取締役会長
　　　　レストラン「カシータ」オーナー）
　　　　高橋 滋

しげる

氏

テーマ　
「風に吹かれる　
　～立ち位置を変えることで見えてくるものがある～」

●定時社員総会　16:30～17:35
【報告事項】（理事会承認事項報告）　
［報告１］令和７年度事業報告の件
［報告２］令和８年度事業計画報告の件
［報告３］令和８年度収支予算報告の件
　　　　　※定款第４５条に準拠
【議　　案】
［第１号議案］令和７年度収支決算承認の件
［第２号議案］会費規程改正承認の件

●会員交流会（懇親会）　17:45～19:00（予定）
参加会費　1名10,000円（立食）

第14回(令和8年度)
定時社員総会／記念講演会／会員交流会　開催について

INFORMATION
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し
い
こ
と
を“
言
葉
で
”提
示
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
完
璧
を
求
め
る
の
で
は

な
く
「
こ
の
段
階
で
は
こ
こ
ま
で
で
十

分
」
と
い
う
基
準
を
セ
ッ
ト
で
示
す
こ

と
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
人
の
自
己
評
価

が
過
度
に
下
が
る
の
を
防
げ
ま
す
。
あ

わ
せ
て
「
な
ぜ
採
用
し
た
の
か
」「
ど

ん
な
点
に
期
待
し
て
い
る
の
か
」
を
伝

え
る
と
、
所
属
感
が
高
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
心
理
的
安
全
性
を
支
え
る
の
は
日
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
大
げ

さ
な
制
度
よ
り
、声
か
け
、短
い
雑
談
、

質
問
を
歓
迎
す
る
姿
勢
が
効
き
ま
す
。

質
問
が
出
た
と
き
に
“
忙
し
い
か
ら
後

で
”
を
繰
り
返
す
と
、
本
人
は
二
度
と

聞
け
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
質
問

タ
イ
ム
を
固
定
す
る
、
メ
ン
タ
ー
を
置

く
、
チ
ャ
ッ
ト
で
の
質
問
テ
ン
プ
レ
を

用
意
す
る
な
ど
、
聞
け
る
導
線
を
先
に

作
り
ま
す
。

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
「
ね
ぎ
ら
い
・

称
賛・期
待
」
と
「
改
善
点
」
を
分
け
、

具
体
的
行
動
に
紐
づ
け
て
伝
え
ま
す
。

称
賛
が
抽
象
的
だ
と
再
現
で
き
ず
、
改

善
点
が
人
格
否
定
に
聞
こ
え
る
と
関
係

性
が
壊
れ
ま
す
。
例
え
ば「
助
か
っ
た
」

で
は
な
く
「
〇
〇
の
共
有
が
早
く
て
助

か
っ
た
」、「
も
っ
と
頑
張
れ
」
で
は
な

表
面
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
「
給
与
が
低
い
」
は
金

額
だ
け
で
な
く
、
評
価
の
基
準
が
分
か

ら
な
い
、
頑
張
り
が
見
え
な
い
と
い
っ

た
納
得
感
の
不
足
が
背
景
に
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。「
や
り
が
い
が
な
い
」は
、

期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
が
不
明
確
、
成

長
の
見
通
し
が
な
い
、
任
せ
方
が
極
端

（
放
置
か
過
干
渉
か
）
と
い
っ
た
環
境

要
因
と
結
び
つ
き
や
す
い
。「
人
間
関

係
が
悪
い
」
も
相
性
だ
け
で
な
く
、
忙

し
さ
の
中
で
声
を
か
け
合
え
な
い
、
質

問
が
し
づ
ら
い
、
失
敗
を
責
め
る
文
化

が
あ
る
な
ど
、“
職
場
の
体
験
”
が
引

き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
離
職
防
止
は
、
表
面
の
言
葉
だ

け
で
対
策
せ
ず
、“
そ
の
言
葉
が
出
た

状
況
”
を
具
体
的
に
掘
り
下
げ
る
こ
と

が
要
で
す
。

　
こ
こ
で
鍵
に
な
る
の
が
心
理
的
安
全

性
で
す
。
意
見
や
質
問
を
し
て
も
大
丈

夫
だ
と
思
え
る
状
態
は
、
入
社
直
後
の

く
「
次
は
報
告
を
△
△
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
る
。
こ
う

し
た
“
言
い
方
の
設
計
”
が
、
定
着
と

成
長
の
両
方
を
支
え
ま
す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
入
社
後
３
か
月
の

“
型
”
を
置
く
と
運
用
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

①
初
日
：
歓
迎
・
紹
介
・
ル
ー
ル
説
明

②
1
週
目
：
毎
日
5
分
の
振
り
返
り
＋

　
小
タ
ス
ク
で
成
功
体
験

③
2
〜
4
週
目
：
週
1
回
の
短
い
面
談

　
（
業
務
量
／
理
解
度
／
人
間
関
係
／

　
不
安
）
＋
到
達
点
共
有

④
2
〜
3
か
月
目
：
任
せ
る
範
囲
を
少

　
し
広
げ
、
評
価
の
観
点
（
何
を
見
て

　
い
る
か
）
を
説
明

　

面
談
は
長
さ
よ
り
頻
度
が
効
く
た

め
、
15
分
で
も
予
定
と
し
て
確
保
す
る

の
が
コ
ツ
で
す
。

　
も
し
退
職
の
兆
候
が
見
え
た
ら
、
結

論
を
急
が
ず
、
事
実
確
認
と
支
援
提

案
と
し
て
面
談
し
ま
す
。「
辞
め
た
い

の
？
」
と
詰
め
る
の
で
は
な
く
、「
最

近
ど
う
？
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

る
？
」
か
ら
入
り
、
業
務
量
、
期
待
の

ズ
レ
、
相
談
の
し
に
く
さ
を
整
理
し
ま

す
。
配
置
や
担
当
の
調
整
、
教
え
方
の

見
直
し
、
評
価
の
説
明
な
ど
、
打
て
る

手
は
意
外
と
多
い
も
の
で
す
。

不
安
を
小
さ
く
し
、
学
習
と
定
着
を
後

押
し
し
ま
す
。
逆
に
心
理
的
安
全
性
が

低
い
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
抱
え
た

ま
ま
仕
事
を
進
め
、
ミ
ス
や
ス
ト
レ
ス

が
増
え
、
孤
立
が
深
ま
り
ま
す
。
特
に

入
社
初
週
〜
１
か
月
は
、
本
人
の
努
力

だ
け
で
は
乗
り
越
え
に
く
い
“
環
境
の

差
”
が
出
や
す
い
期
間
で
す
。

　

離
職
を
減
ら
す
第
一
歩
は
、
オ
ン

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ（
入
社
後
の
立
ち
上
げ
）

を
偶
然
に
任
せ
な
い
こ
と
で
す
。
中
小

企
業
で
は
“
教
え
る
人
が
忙
し
い
”
た

め
、
教
え
方
が
人
に
よ
っ
て
変
わ
り
、

本
人
も
何
を
基
準
に
頑
張
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
こ
で
、

最
低
限
の
共
通
手
順
を
決
め
ま
す
。

①
初
日
に
社
内
ル
ー
ル
・
連
絡
手
段
・

　
相
談
先
を
説
明

②
初
週
は
業
務
を
小
さ
く
区
切
っ
て　

　
成
功
体
験

③
１
か
月
後
・
３
か
月
後
の
到
達
点　

　
を
共
有

採
用
・
定
着
の
進
め
方
と
コ
ツ

中
小
企
業
の

④
定
期
面
談
を
予
定
と
し
て
確
保

⑤
教
育
係
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
役
を　

　
分
け
孤
立
を
防
ぐ

と
い
っ
た
流
れ
で
す
。

　

入
社
後
フ
ォ
ロ
ー
を
回
す
コ
ツ
は
、

「
安
心
」
と
「
見
通
し
」
を
“
仕
組
み
”

と
し
て
用
意
す
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
初

日
は
、
歓
迎
の
言
葉
と
紹
介
の
機
会
を

つ
く
り
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
（
連
絡
手

段
、
勤
怠
、
報
告
の
作
法
、
困
っ
た
と

き
の
相
談
先
）を
整
理
し
て
伝
え
ま
す
。

次
に
初
週
は
、
い
き
な
り
大
き
な
仕
事

を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
業
務
を
小
さ

く
分
解
し
、
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
て

次
へ
進
め
ま
す
。
新
人
は
「
正
解
が
分

か
ら
な
い
」
こ
と
が
最
大
の
ス
ト
レ
ス

な
の
で
、
到
達
点
を
細
か
く
示
す
ほ
ど

学
習
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
見
通
し
づ
く
り
で
は
、
１
か
月
後
・

３
か
月
後
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

2
著者：村山寛樹
企画・制作：㈱日本マネージメント・リサーチ

　
前
回
は
、採
用
を
①
募
集
、②
選
考
、

③
入
社・定
着
の
3
フ
ェ
ー
ズ
で
捉
え
、

特
に
①
と
③
を
弱
く
し
な
い
重
要
性
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
月
は
③
に
焦
点
を

当
て
、
早
期
離
職
を
減
ら
す
た
め
の
考

え
方
を
整
理
し
ま
す
。

　

採
用
に
成
功
し
て
も
離
職
が
続
け

ば
、
採
用
費
だ
け
で
な
く
教
育
工
数
、

現
場
の
手
戻
り
、
残
っ
た
社
員
の
負
荷

増
と
い
っ
た
“
見
え
に
く
い
コ
ス
ト
”

が
積
み
上
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
「
人

が
定
着
し
な
い
会

社
」
と
い
う
印
象

が
広
が
れ
ば
、
次

の
採
用
も
難
し
く

な
り
、
悪
循
環
に

入
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

離
職
理
由
と
し

て
よ
く
挙
が
る「
給

与
」「
や
り
が
い
」

「
人
間
関
係
」
は
、
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原
処
分
庁
が
、
審
査
請
求
人
に
係
る

外
国
関
係
会
社
は
、
そ
の
主
た
る
事
業

が
保
険
業
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
非
関
連

者
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
請

求
人
に
係
る
対
象
外
国
関
係
会
社
に
該

当
し
、
外
国
子
会
社
合
算
税
制
の
適
用

が
あ
る
な
ど
と
し
て
法
人
税
等
の
更
正

処
分
等
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
請
求
人

が
、
原
処
分
庁
が
前
提
と
し
た
法
律
関

係
を
変
更
す
る
旨
、
関
係
当
事
者
が
合

意
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
外
国
関

係
会
社
は
非
関
連
者
基
準
を
満
た
し
、

請
求
人
に
係
る
対
象
外
国
関
係
会
社
に

該
当
し
な
い
た
め
、
外
国
子
会
社
合
算

税
制
の
適
用
は
な
い
な
ど
と
し
て
、
原

処
分
の
一
部
の
取
消
し
を
求
め
た
事
案

で
、
国
税
不
服
審
判
所
は
、
当
該
外
国

関
係
会
社
は
非
関
連
者
基
準
を
満
た
さ

な
い
と
し
て
、処
分
は
適
法
と
し
た（
令

和
7
年
6
月
5
日
付
、
公
表
裁
決
）。

基
礎
事
実
等

　
請
求
人
は
、
製
材
機
械
器
具
及
び
木

工
機
械
器
具
の
製
造
及
び
売
買
等
を
目

的
と
す
る
内
国
法
人
。
Ｋ
社
は
、
米
国

Ｘ
州
改
正
法
で
認
可
さ
れ
た
ス
ポ
ン

サ
ー
ド
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会
社
の
保

護
セ
ル
の
参
加
者
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
外
国
法
人
で
あ
る
。

　

Ｋ
社
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
キ
ャ
プ

テ
ィ
ブ
保
険
会
社
で
あ
る
Ｍ
社
と
の
間

で
、
参
加
合
意
書
を
締
結
し
、
Ｍ
社
が

設
定
し
た
保
護
セ
ル
の
参
加
者
と
し

て
、
米
国
Ｘ
州
で
保
険
業
を
営
ん
で
い

る
。
Ｋ
社
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
、

Ｋ
社
は
、
請
求
人
に
係
る
租
税
特
別
措

置
法
第
66
条
の
6
第
2
項
第
1
号
に
規

定
す
る
外
国
関
係
会
社
に
該
当
し
、
請

求
人
は
Ｋ
社
の
措
置
法
施
行
令
第
39
条

の
14
の
3
第
28
項
第
1
号
に
規
定
す
る

関
連
者
に
該
当
し
、
Ｋ
社
は
請
求
人
に

係
る
措
置
法
第
66
条
の
6
第
2
項
第
2

号
に
規
定
す
る
特
定
外
国
関
係
会
社
に

該
当
し
な
い
。

　
請
求
人
は
、
米
国
Ｘ
州
で
設
立
さ
れ

た
Ｒ
社
と
の
間
で
、
Ｋ
社
が
、
Ｍ
社
を

通
じ
て
、
請
求
人
の
特
定
の
保
険
リ
ス

ク
を
Ｒ
社
に
譲
渡
し
、
ま
た
、
Ｒ
社
に

よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
請
求
人
以
外
の

者
の
保
険
リ
ス
ク
を
一
部
引
き
受
け
る

場
合
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し

た
。
請
求
人
は
、
Ｎ
社
と
の
間
で
各
損

害
賠
償
責
任
保
険
契
約
を
締
結
し
、
一

般
社
団
法
人
Ｓ
、
Ｔ
社
と
の
間
で
各
約

定
履
行
費
用
補
償
契
約
を
締
結
し
た
。

　
Ｐ
社
は
、
Ｎ
社
か
ら
、
各
損
害
賠
償

責
任
保
険
契
約
に
基
づ
く
Ｎ
社
の
保
険

責
任
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
譲
り
受
け

た
。
Ｑ
社
ま
た
は
Ｕ
社
（
こ
れ
ら
の
い

ず
れ
か
を
指
し
て
各
Ｕ
社
）
は
、Ｐ
社
、

一
般
社
団
法
人
Ｓ
ま
た
は
Ｔ
社
か
ら
、

当
該
3
法
人
が
負
う
各
約
定
履
行
費
用

補
償
契
約
に
係
る
保
険
責
任
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
譲
り
受
け
た
。

　
Ｍ
社
は
、
Ｋ
社
の
た
め
に
、
①
各
Ｕ

社
と
の
間
で
、
保
険
責
任
の
一
部
を
譲

り
受
け
る
旨
合
意
し
、
②
Ｒ
社
と
の
間

で
、
保
険
責
任
の
81
％
相
当
額
の
保
険

料
を
支
払
う
旨
合
意
し
（
本
件
各
再
保

険
料
）、
③
Ｒ
社
と
の
間
で
、
Ｋ
社
を

含
む
保
護
セ
ル
の
参
加
者
か
ら
Ｒ
社
が

引
き
受
け
た
保
険
責
任
の
う
ち
、
Ｋ
社

の
関
連
会
社
等
に
係
る
保
険
責
任
を
除

い
た
も
の
を
Ｍ
社
が
引
き
受
け
、
本
件

各
再
保
険
料
と
ほ
ぼ
同
額
の
保
険
料

を
、
Ｒ
社
が
Ｍ
社
に
支
払
う
旨
を
合
意

し
た
。

　
Ｖ
社
は
、
Ｍ
社
及
び
各
保
護
セ
ル
の

た
め
に
、
Ｘ
州
保
険
局
の
担
当
者
に
対

し
、
Ｍ
社
が
各
保
護
セ
ル
の
た
め
に
各

Ｕ
社
か
ら
譲
渡
を
受
け
て
い
た
保
険
リ

ス
ク
の
一
部
に
つ
い
て
、
各
Ｕ
社
か
ら

Ｒ
社
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
と
す
る
こ
と

の
承
認
を
求
め
、
当
該
担
当
者
は
、
こ

れ
を
承
認
し
た
。

　
Ｍ
社
は
、
Ｋ
社
の
た
め
に
、
各
Ｕ
社

と
の
間
で
、引
き
受
け
る
保
険
責
任
を
、

当
初
の
19
％
（
ま
た
は
49
％
）
と
す
る

旨
合
意
し
た
。
Ｒ
社
は
、
各
Ｕ
社
と
の

間
で
、
Ｍ
社
が
Ｋ
社
の
た
め
に
引
き
受

け
る
保
険
責
任
の
81
％（
ま
た
は
51
％
）

を
Ｒ
社
が
譲
り
受
け
る
旨
合
意
し
た
。

　
主
な
争
点
は
、
Ｋ
社
は
、
Ｋ
社
の
各

事
業
年
度
に
お
い
て
非
関
連
者
基
準
を

満
た
す
か
否
か
。
具
体
的
に
は
、
Ｋ
社

の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
Ｋ
社
の
収
入

税
の
し
る
べ
裁
決
事
例
集

外国子会社合算税制における「非関連者基準」の
規定である「当該各事業年度の収入保険料」のう
ちに「関連者以外の者から収入する収入保険料」
の占める割合が 50％を超えないと判断した事例。

裁決のポイント

週間「税のしるべ」３月２日号より掲載

Business − 経営・労務・税務 Business − 経営・労務・税務

2
保
険
料
の
う
ち
に
、
Ｋ
社
の
非
関
連
者

か
ら
収
入
す
る
収
入
保
険
料
の
額
の
占

め
る
割
合
が
１
０
０
分
の
50
を
超
え
る

か
否
か
。

請
求
人
の
主
張

　
Ｋ
社
が
外
国
子
会
社
合
算
税
制
の
非

関
連
者
基
準
を
満
た
す
か
否
か
の
判
断

に
当
た
っ
て
、
措
置
法
施
行
令
第
39
条

の
14
の
3
第
28
項
第
5
号
に
規
定
す
る

「
当
該
各
事
業
年
度
の
収
入
保
険
料
」

の
金
額
に
つ
い
て
は
、
①
Ｘ
州
法
上
、

Ｋ
社
は
直
接
保
険
リ
ス
ク
を
引
き
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
Ｍ
社
は
受

け
取
っ
た
収
入
保
険
料
の
全
額
を
Ｋ
社

に
支
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
金
銭
の
流

れ
や
、
Ｋ
社
は
そ
れ
を
前
提
と
し
た
会

計
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

②
関
係
当
事
者
が
真
に
意
図
し
て
い
た

の
は
、
最
終
的
に
Ｋ
社
は
請
求
人
に
係

る
保
険
リ
ス
ク
の
う
ち
一
部
の
み
を
引

き
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
監
督

官
庁
の
承
認
を
得
た
上
で
、
再
保
険
契

約
等
の
内
容
を
遡
及
的
に
修
正
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
請
求
人
に
係
る

保
険
リ
ス
ク
の
一
部
を
Ｒ
社
に
移
転
す

る
た
め
の
保
険
料
（
本
件
保
険
料
）
を

除
い
た
金
額
（
再
保
険
契
約
修
正
後
の

収
入
保
険
料
の
金
額
と
同
額
と
な
る
）

と
す
べ
き
で
あ
る
。

審
判
所
の
判
断

　
①
Ｋ
社
が
請
求
人
に
係
る
保
険
リ
ス

ク
を
引
き
受
け
る
た
め
に
締
結
し
た
再

保
険
契
約
等
に
お
い
て
は
、
Ｋ
社
が
引

き
受
け
る
請
求
人
に
係
る
保
険
リ
ス
ク

が
一
部
で
あ
る
と
の
記
載
が
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
Ｋ
社
の
各
事
業
年

度
の
収
入
保
険
料
の
計
算
に
お
い
て
本

件
保
険
料
を
除
く
理
由
は
な
く
、ま
た
、

②
再
保
険
契
約
が
変
更
さ
れ
た
の
は
、

Ｋ
社
の
各
事
業
年
度
の
終
了
後
で
あ
っ

て
、
Ｋ
社
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
有

効
に
存
在
し
て
い
た
の
は
変
更
前
の
再

保
険
契
約
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ

ば
、
本
件
に
お
い
て
は
、
変
更
前
の
再

保
険
契
約
に
基
づ
い
て
、
Ｋ
社
の
収
入

保
険
料
の
金
額
を
判
断
す
る
の
が
合
理

的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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Journey − 旅 Health − 健康

右／旬や土地を感じられる食材をふんだん
に使ったコース。この日は「伊達イワナのパ
イ包み」や「日高見牛フィレ肉と牛タンのコ
ンフィ」などが並んだ
左／三面ガラス張りで見晴らし抜群のレス
トラン＆カフェ「ル・シエル」。カフェタイ
ムは誰でも利用でき、多彩な軽食メニュー
を楽しめる

　

仙
台
市
中
心
部
か
ら
車
で
約
40
分
。

泉
ヶ
岳
の
中
腹
、
標
高
５
０
０
ｍ
ほ
ど

の
場
所
に
あ
る
「
泉
ピ
ー
ク
ベ
ー
ス
」

は
、
仙
台
市
街
地
や
遠
く
太
平
洋
ま
で

見
渡
せ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
魅

力
だ
。
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
や
コ
テ
ー
ジ
も
備
え
、
ア

ウ
ト
ド
ア
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

思
い
思
い
の
滞
在
が
叶
う
。

　
ベ
ー
ス
内
に
は
温
浴
施
設
も
。
地
下

１
３
１
０
ｍ
か
ら
湧
き
出
す
天
然
温
泉

は
、
露
天
風
呂
か
ら
の
眺
め
が
抜
群
。

日
帰
り
入
浴
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ス

キ
ー
や
登
山
の
帰
り
に
立
ち
寄
る
人
も

多
い
。

　
「
仙
台
市
内
で
、
一
番
空
に
近
い
レ

ス
ト
ラ
ン
」
を
掲
げ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
＆

カ
フ
ェ
「
ル
・
シ
エ
ル
」
も
、
こ
の
場

所
な
ら
で
は
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
デ
ィ

ナ
ー
で
提
供
さ
れ
る
の
は
、
カ
ジ
ュ
ア

ル
フ
レ
ン
チ
の
コ
ー
ス
料
理
。
県
産
を

中
心
に
、
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
の
数
々
が
並
ぶ
。
朝
の
清
々
し
い

空
気
の
中
で
味
わ
う
モ
ー
ニ
ン
グ
も
好

評
だ
。

　
仙
台
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
日
常
を

離
れ
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
泉
ピ
ー

ク
ベ
ー
ス
。
大
自
然
に
寄
り
添
う
心
地

よ
さ
を
、
気
軽
に
体
験
し
て
み
て
は
。

仙台市泉区福岡字岳山8-1
TEL.022-347-3356（9:00〜17:00）
宿泊料金33,000円〜（コテージスタンダード・定員４名）
チェックイン14:00／チェックアウト11:00

仙
台
市
街
地
を
一
望
で
き
る

仙
台
市
街
地
を
一
望
で
き
る

抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫

抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫

キ
ャ
ン
プ
＆
ア
ウ
ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト

泉
ピ
ー
ク
ベ
ー
ス

仙
台
市
泉
区

晴れた日には彼方に市街地を望めるコテージ「グランドビュー」。
開放的な造りの空間でゆっくりとくつろげる

ル・シエル
カフェタイム 11:00〜16:00（L.O.15:30）
※土日祝は10:00〜16:00（L.O.15:30)
水曜定休
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Column − コラム Gourmet − 美味探訪

仙台市若林区新寺１-４-１
TEL.022-256-5130（レストラン直通）
7:00～21:00（各種バーは14:00まで）
ランチタイム　　11:30～15:00
ディナータイム　17:30～21:00
58席
※すべて税・サービス料込み

２０２２年にリニューアルオープン。あたたかな陽の光が
差し込み、リラックスして過ごせる

上／国産和牛使用 グルメカレー（2,000円）」。独特な深みのある大人のカレーだ
下／肉・魚どちらか選べる日替わりランチメニュー（1,800円〜）。シェフがその日の
仕入れ食材に合わせてさまざまな調理法で提供してくれる（写真は魚ランチ）

　
ホ
テ
ル
の
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
の
な

か
で
ゆ
っ
た
り
味
わ
う
ラ
ン
チ
は
い
か

が
。

　

仙
台
駅
東
口
か
ら
徒
歩
６
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・
イ

ン
仙
台
。
そ
の
１
階
に
あ
るC

asual 

D
ining C

hef's T
able

の
イ
チ

オ
シ
メ
ニ
ュ
ー
は
「
国
産
和
牛
使
用 

グ
ル
メ
カ
レ
ー
」。
じ
っ
く
り
と
半
日

煮
込
ま
れ
た
国
産
和
牛
が
贅
沢
な
一
品

だ
。
リ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
が
甘
み
を
、
隠
し
味
の
コ
ー
ヒ
ー
が

深
み
を
出
し
、
独
特
の
味
わ
い
に
。
最

後
に
垂
ら
さ
れ
た
生
ク
リ
ー
ム
が
ま
ろ

や
か
さ
を
プ
ラ
ス
し
て
い
る
。
ト
ッ
ピ

ン
グ
は
福
神
漬
け
、
フ
ラ
イ
ド
オ
ニ
オ

ン
、
レ
ー
ズ
ン
の
３
種
類
。
ラ
ン
チ
で

も
デ
ィ
ナ
ー
で
も
注
文
で
き
る
。

　
三
品
統
括
支
配
人
は
「
誰
に
と
っ
て

も
馴
染
み
深
い
料
理
で
あ
る
カ
レ
ー

を
、
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
味
で

提
供
し
た
か
っ
た
」
と
話
す
。
完
成
に

は
１
年
半
の
月
日
が
か
か
っ
た
と
い

う
。

　

ほ
か
に
も
、
月
替
わ
り
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
を
3
〜
4
種
類
用
意
。
産
地
や

旬
の
素
材
、
季
節
感
を
切
り
口
に
、
そ

の
都
度
異
な
る
テ
ー
マ
で
仕
立
て
て
い

る
た
め
、
訪
れ
る
た
び
に
新
し
い
お
い

し
さ
と
出
会
え
る
。

　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
サ
ラ
ダ
や
ス
ー

プ
、ド
リ
ン
ク
の
バ
ー
が
利
用
で
き
る
。

帆
立
の
風
味
が
た
ま
ら
な
い
と
好
評
の

ホ
テ
ル
特
製
の
中
華
粥
も
食
べ
放
題
。

カ
レ
ー
と
も
ど
も
味
わ
い
た
い
。

A
N
A
  ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
仙
台

Casual Dining Chef's Table

仙
台
市
若
林
区

ホ
テ
ル
で
堪
能

贅
沢
な
グ
ル
メ
ラ
ン
チ
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